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イ
ス
ラ
ム
国
に

よ
り
数
名
の
欧
米

人
が
斬
首
と
い
う

残
虐
な
方
法
で
殺

害
さ
れ
た
。
殺
害

さ
れ
た
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
何
の
罪
も
な
い
人
ら
し
い
。

イ
ス
ラ
ム
国
は
数
千
人
の
虐
殺

や
人
身
売
買
、
婦
女
暴
行
な
ど

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
残
虐
行

為
を
平
然
と
行
っ
て
い
る
と
い

う
。
こ
の
テ
ロ
集
団
は
イ
ラ
ク

起
源
だ
が
、
盗
賊
集
団
で
は
な

く
イ
ス
ラ
ム
教
ス
ン
ニ
派
の
イ

ス
ラ
ム
原
理
主
義
に
よ
る
狂
信

的
集
団
ら
し
い
▼
平
和
で
民
主

的
な
状
態
で
こ
の
よ
う
な
悪
魔

的
集
団
が
発
生
す
る
と
は
考
え

に
く
い
。
戦
乱
で
荒
廃
し
た
イ

ラ
ク
の
状
況
が
、
生
み
出
し
た

と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
民

主
的
と
は
言
え
な
い
が
安
定
し

た
フ
セ
イ
ン
政
権
に
、
ア
メ
リ

カ
が
一
方
的
に
戦
争
を
し
か

け
、
フ
セ
イ
ン
政
権
を
打
倒
し

首
脳
陣
は
処
刑
さ
れ
た
。
ア
メ

リ
カ
は
イ
ラ
ク
が
大
量
破
壊
兵

器
を
所
持
し
て
い
る
と
の
理
由

で
戦
争
を
起
こ
し
た
が
、
後
に

こ
れ
ら
は
全
く
の
で
っ
ち
あ
げ

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
ス

ン
ニ
派
で
あ
る
フ
セ
イ
ン
に
対

抗
す
る
た
め
に
、
ア
メ
リ
カ
は

シ
ー
ア
派
政
権
を
作
っ
て
民
主

的
政
権
が
成
立
し
た
と
し
た

が
、
そ
ん
な
茶
番
劇
で
イ
ラ
ク

人
民
は
納
得
し
な
い
。
指
導
者

の
い
な
い
イ
ラ
ク
で
は
長
く
戦

乱
状
態
が
続
く
。
そ
の
憎
し
み

を
基
盤
に
ア
ル
カ
イ
ダ
な
ど
の

テ
ロ
組
織
が
生
ま
れ
、
イ
ス
ラ

ム
国
と
い
う
怪
物
が
登
場
し
た

▼
現
在
の
と
こ
ろ
、
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
の
矛
先
は
日
本
に
向
い

て
い
な
い
。
し
か
し
集
団
的
自

衛
権
に
よ
り
日
本
が
ア
メ
リ
カ

の
連
合
軍
と
し
て
活
動
す
れ

ば
、
彼
ら
の
矛
先
が
日
本
に
向

く
か
も
し
れ
な
い
。
海
外
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
す
る
日
本
の
若
者

が
斬
首
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。 

（
海
）

今 　 号　の　記　事今 　号　の　記　事
２面但馬で地域医療を考える懇談会を開催

インタビュー「署名　私も集めてます」① ３面

診内研より
得意になるめまい診療

研
面
究 ６面

　

日
常
診
療
で
の
経
験
や
工
夫
を
持
ち
寄
り
、

共
有
し
よ
う―

―

。
協
会
は
10
月
26
日
、「
い

ま
問
う
、
あ
な
た
の
情
熱
」
を
テ
ー
マ
に
、
第

23
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
神
戸
市
産
業
振

興
セ
ン
タ
ー
で
開
催
。
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬

剤
師
、
ス
タ
ッ
フ
ら
２
０
３
人
が
参
加
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
で
の
取
り
組
み
や
研
究
成

果
を
報
告
・
交
流
し
た
。

　

分
科
会
で
は
、
２
会
場
に
わ

か
れ
、「
最
近
の
透
析
療
法

は
？
」「
ス
マ
ー
ト
デ
バ
イ
ス

の
活
用
」「
在
宅
で
の
残
薬
処

理
と
服
薬
管
理
」「
緩
和
ケ
ア

に
お
け
る
心
理
的
評
価
の
重
要

性
」「
両
眼
開
放
オ
ー
ト
レ
フ

普
及
が
弱
視
児
童
を
激
減
さ
せ

る
」
な
ど
、
20
医
療
機
関
・
事

業
所
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
診
療
に

お
け
る
気
づ
き
や
工
夫
を
発
表

し
、
診
療
科
を
越
え
て
、
活
発

な
質
疑
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

恒
例
の
医
科
・
歯
科
・
薬
科

交
流
企
画
は
、「
医
科
・
歯
科

・
薬
科
連
携
の
新
た
な
ス
テ
ー

ジ
〜
日
常
診
療
に
す
ぐ
役
立
つ

は
な
し
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
。
医
科
か
ら
は
、「
女
性
学

入
門
そ
の
一
」「
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
、
高
脂
血
症
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
見
直
す
／
日
本
人
間

ド
ッ
ク
学
会
が
投
げ
か
け
た
も

の
」「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」、
歯
科
か
ら
「
低
コ

ス
ト
で
で
き
る
感
染
対
策
」

「
親
知
ら
ず
の
抜
歯
時
期
に
つ

い
て
・
考
」、
薬
科
か
ら
「
一

　

保
団
連
も
実
行
委
員
会
に

参
加
す
る
「
い
の
ち
ま
も
る

・
憲
法
い
か
す　

10
・
23
国

民
集
会
」
が
10
月
23
日
、
東

京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で

開
催
さ
れ
、
３
２
０
０
人
が

会
場
を
い
っ
ぱ
い
に
し
た
。

兵
庫
協
会
か
ら
、
武
村
義
人

・
加
藤
擁
一
・
川
西
敏
雄
各

副
理
事
長
、
八
木
秀
満
・
鈴

田
明
彦
両
理
事
が
参
加
。
参

加
者
は
「
憲
法
を
い
か
し
、

い
の
ち
と
人
権
が
大
切
に
さ

れ
る
社
会
保
障
の
充
実
を
」

「
医
療
・
介
護
の
営
利
化
反

対
」
な
ど
と
す
る
ア
ピ
ー
ル

を
採
択
し
、
国
会
議
事
堂
前

ま
で
デ
モ
行
進
し
た
。
同
日

に
は
、
国
会
・
省
庁
要
請
も

行
っ
た
。 

（
３
面
に
詳
報
）

　

沖
縄
県
保
険
医
協
会
会
長

の
仲
里
尚
実
先
生
か
ら
、
11

月
16
日
投
票
の
沖
縄
県
知
事

選
挙
に
あ
た
っ
て
の
支
援
要

請
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
ご
承
知
の
よ
う

に
、
今
回
の
沖
縄
県
知
事
選

挙
は
、
米
軍
普
天
間
基
地
の

辺
野
古
移
転
が
最
大
争
点
と

な
っ
て
い
ま
す
。
普
天
間
基

　

仲
里
会
長
は
「
県
民
の
総

意
は
『
普
天
間
基
地
の
無
条

件
撤
去
』。
代
替
地
探
し
は

基
地
の
た
ら
い
回
し
、
基
地

容
認
で
し
か
な
い
。
県
民
の

総
意
を
日
本
国
民
の
総
意
に

し
よ
う
」
と
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。
今
回
の
県
知
事
選

挙
は
、
沖
縄
県
民
と
私
た
ち

の
願
い
を
実
現
す
る
絶
好
の

機
会
で
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
沖
縄
協

会
・
仲
里
先
生
の
呼
び
か
け

に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
先
生

に
は
、
ぜ
ひ
募
金
な
ど
の
ご

支
援
を
賜
り
た
く
、
お
願
い

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

（
沖
縄
協
会
・
有
志
の
会
の

要
請
文
要
旨
を
５
面
掲
載
）

募
金
の
送
付
先

「
沖
縄
県
保
険
医
協
会
有
志

の
会
」

琉
球
銀
行
石
嶺
支
店　

普
通

預
金　

口
座
番
号　

４
５
８

２
８
６

名
義　

仲
里
尚
実
（
ナ
カ
ザ

ト
ナ
オ
サ
ネ
）

日
常
診
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

日
常
診
療
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

日
ご
ろ
の
診
療
の
工
夫
が
報
告
さ
れ
、
聞
き
入
る
参
加
者

医
科
・
歯
科
・
薬
科
交
流
企
画
で
は

８
人
か
ら
多
様
な
話
題
提
供　
　
　

兵庫県保険医協会 第86回評議員会

日　　時　11月16日（日）13時～　協会５階会議室
臨時（決算）総会　14時30分～
共済制度委員会　14時50分～
特別報告　「危険水域の日本経済、生保業界の生きる道」
報 告 者　三井生命営業推進統括本部関西ブロック長　久慈　宏明氏
特別講演　16時～　県農業会館10階101・102号室
テ ー マ　

「集団的自衛権が許されないわけ」
講師　元内閣法制局長官　阪田　雅裕氏（写真）
お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

臨時(決算)総会･第37回共済制度委員会

地
は
世
界
一
危
険
な
飛
行
場

と
い
わ
れ
、
普
天
間
基
地
の

閉
鎖
・
撤
去
と
県
内
移
設
の

断
念
を
求
め
た
沖
縄
県
民
の

「
建
白
書
」
は
、
沖
縄
の
全

市
町
村
長
・
議
会
が
賛
同

し
、
保
守
・
革
新
を
超
え
た

「
オ
ー
ル
沖
縄
」
の
願
い
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

沖
縄
県
保
険
医
協
会
は
、

今
年
度
活
動
の
重
点
目
標
に

「
普
天
間
基
地
の
無
条
件
撤

去
を
求
め
、
県
内
移
設
及
び

新
基
地
建
設
に
反
対
す
る
」

を
掲
げ
、
こ
の
方
針
を
「
実

現
で
き
る
知
事
を
誕
生
さ
せ

る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
保
険
医
協
会
は
、

２
０
１
０
年
５
月
以
降
、
毎

回
の
評
議
員
会
で
「
普
天
間

基
地
の
『
国
外
移
転
』
を
ア

メ
リ
カ
に
交
渉
す
る
こ
と
」

と
の
決
議
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

　

２
０
１
１
年
１
月
に
は
、

仲
里
会
長
を
お
招
き
し
、

「
基
地
は
い
ら
な
い
、
ど
こ

に
も
」
と
し
て
、
ご
講
演
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

般
用
医
薬
品
と
医
療
用
医
薬

品
」「
オ
リ
ジ
ナ
ル
〝
ブ
ッ
ク

型
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
〞
の
活

用
」「
危
険
ド
ラ
ッ
グ
は
何
故

危
険
か
」
の
８
題
の
話
題
提
供

が
さ
れ
、
会
場
か
ら
は
「
妊
娠

中
の
抜
歯
時
期
は
」「
ブ
ッ
ク

型
お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
の
市
販
予

定
は
」
な
ど
、
質
問
が
次
々
と

出
さ
れ
、
講
師
が
回
答
し
た
。

　

ほ
か
に
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
講
習
会

や
、
会
員
の
絵
画
・
写
真
・
陶

芸
作
品
な
ど
が
出
品
さ
れ
た
あ

な
た
と
わ
た
し
の
展
示
会
、
ポ

ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
医
院
新

聞
展
示
が
並
行
し
て
開
催
さ

れ
、
好
評
を
得
た
。
ま
た
、
会

場
で
は
「
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担

増
」
署
名
へ
の
協
力
が
呼
び
か

け
ら
れ
、
84
筆
が
集
ま
っ
た
。

（
11
月
25
日
号
に
参
加
記
を
掲

載
予
定
）

大
藪
憲
治
愛
知
協
会
副
理
事
長
（
左
端
）
の
発
言
の
際
、

壇
上
で
と
も
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
兵
庫
協
会
の
（
左
か
ら
）

加
藤
副
理
事
長
、
鈴
田
理
事
、
武
村
副
理
事
長
、
八
木
理

事
と
川
西
副
理
事
長
（
右
端
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

10・23国民集会　東京で3200人がアピール

沖縄県知事選挙支援へ

２
０
０
人
超
が
参
加

第
23
回
日
常
診
療
経
験
交
流
会

多
職
種
交
流
で



但馬の医療どう守る但馬の医療どう守る
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木
山
院
長
は
、
兵
庫
県
に
お

け
る
但
馬
の
面
積
が
25
％
、
人

口
が
３
％
と
い
う
地
域
性
か
ら

考
察
に
入
り
ま
し
た
。
ほ
と
ん

ど
が
山
林
で
、
ア
ク
セ
ス
の
悪

さ
や
気
候
の
厳
し
さ
も
問
題
に

上
げ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
知
名

度
の
高
い
「
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
」

の
出
動
も
ま
ま
な
ら
ぬ
と
の
こ

と
で
し
た
。
豊
岡
病
院
・
八
鹿

病
院
に
集
約
す
る
た
め
に
、
各

診
療
所
か
ら
医
師
が
移
動
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
そ
の
た
め
各
診

療
所
の
救
急
対
応
が
か
な
り
減

少
し
て
お
り
ま
し
た
。
看
護
師

不
足
も
切
実
な
よ
う
で
す
。

ま
し
た
。

　

伊
藤
先
生
は
八
鹿
高
校
卒
で

北
海
道
大
学
工
学
部
卒
業
後
、

一
般
企
業
に
入
社
歴
が
あ
り
ま

す
。
奨
学
金
で
兵
庫
医
大
で
学

ば
れ
、
４
月
か
ら
勤
務
さ
れ
て

い
ま
す
。
但
馬
の
高
齢
化
率
の

高
さ
を
日
々
経
験
さ
れ
て
お

り
、
高
齢
者
の
が
ん
治
療
の
症

例
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
41
年
（
１
９
６
６
年
）

か
ら
48
年
間
、
但
馬
の
地
域
医

療
を
支
え
続
け
て
お
ら
れ
る
新

田
所
長
に
は
、
敬
服
の
一
言
で

し
た
。
85
歳
の
今
も
現
役
で

す
。
看
護
師
で
も
あ
る
奥
様
も

出
席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
診
療

所
を
ず
っ
と
「
お
二
人
」
で
守

っ
て
来
ら
れ
た
経
緯
が
滲
み
出

て
い
ま
し
た
。
懇
談
会
後
の
懇

親
会
で
も
「
お
二
人
」
で
締
め

括
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

三
宮
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、
山

並
み
が
窓
外
に
映
り
、
深
緑
樹

に
囲
ま
れ
た
北
播
磨
の
高
速
道

路
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
ん
だ
。
農

村
集
落
、
木
材
集
積
場
、
石
切

場
な
ど
、
但
馬
特
有
の
景
色
を

抜
け
て
、
ロ
ッ
ジ
や
小
店
の
散

在
す
る
閑
散
と
し
た
西
洋
風
の

ホ
テ
ル
の
正
面
玄
関
に
着
い

た
。
自
然
森
林
に
囲
ま
れ
た
建

物
の
内
部
や
部
屋
の
調
度
品
も

木
材
が
基
調
で
あ
り
、
落
ち
着

い
た
感
じ
で
あ
る
。

　

今
回
は
「
但
馬
の
医
療
状

況
、
医
師
不
足
の
現
状
」
に
つ

い
て
、
現
地
で
医
療
活
動
を
さ

れ
て
い
る
４
人
の
先
生
方
の
講

演
を
聞
く
場
で
あ
っ
た
。

　

大
学
医
局
や
公
立
総
合
病
院

の
勤
務
を
経
験
後
、
へ
き
地
医

療
の
切
実
性
と
必
要
性
を
説
明

さ
れ
る
先
生
方
の
本
音
を
う
か

が
い
、
医
療
の
本
質
、
弱
者
を

救
う
行
為
の
重
要
性
を
感
じ
、

医
者
と
し
て
の
自
己
を
省
み
る

良
い
機
会
で
あ
っ
た
。

　

本
紙
13
年
１
月
５
日
号
で
、

協
会
理
事
の
辻
一
城
先
生
が
、

豊
岡
市
但
東
町
の
診
療
所
を
訪

れ
、
45
年
間
、
看
護
師
の
奥
さ

ん
と
夫
婦
和
随
し
て
地
域
医
療

に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
新
田

先
生
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た

「
弱
者
に
寄
り
添
い
住
民
と
共

に
」
の
記
事
に
感
銘
を
受
け
て

い
た
私
に
と
っ
て
、
新
田
先
生

ご
夫
妻
が
出
席
さ
れ
て
話
を
さ

れ
る
と
の
こ
と
で
、
大
い
に
期

待
し
て
い
た
。

　

そ
の
記
事
で
、「
ガ
リ
版
で

『
学
生
起
業
』」「
京
都
と
但
馬

で
住
民
参
加
医
療
」「
カ
ル
テ

は
歴
史
書
」
の
内
容
を
読
ん
で

い
た
。
私
自
身
、
カ
ル
テ
は
患

者
さ
ん
の
人
生
体
験
や
思
想
の

歴
史
書
で
あ
る
と
考
え
て
い

た
。
日
常
診
療
で
は
、
患
者
さ

ん
の
言
葉
を
カ
ル
テ
に
書
き
留

め
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

が
、
先
生
も
同
じ
考
え
で
あ
る

こ
と
を
知
っ
た
。
電
子
カ
ル
テ

が
普
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、

患
者
さ
ん
の
顔
色
や
表
情
は
観

察
で
き
な
い
。
打
聴
診
、
触
診

を
お
ろ
そ
か
に
し
て
、
患
者
さ

ん
の
生
身
に
ふ
れ
な
い
医
療
行

為
は
、
診
療
の
第
一
歩
か
ら
外

れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

医
療
の
原
点
と
は
何
か
、
ヒ

ポ
ク
ラ
テ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
が
先

生
の
風
貌
や
言
動
と
重
な
り
、

ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
が
残
し
た
言
葉

を
あ
ら
た
め
て
振
り
返
っ
て
み

よ
う
と
思
っ
た
。

　

政
府
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
患
者
負
担
増
計
画
の
内
容
に

つ
い
て
、
政
策
解
説
を
シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
て
い
る
。
今
回

は
、「
市
販
類
似
薬
品
の
保
険
適
用
除
外
」
を
み
て
い
く
。

　

「
市
販
類
似
薬
品
の
保
険
適

用
除
外
」
と
は
医
療
機
関
で
処

方
さ
れ
て
い
る
が
、
薬
局
で
も

処
方
せ
ん
な
し
で
購
入
で
き
る

医
薬
品
を
保
険
か
ら
外
す
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
対
象
と
な
る

医
薬
品
は
、
具
体
的
に
は
、
湿

布
薬
、
う
が
い
薬
、
ビ
タ
ミ
ン

剤
、
漢
方
薬
、
総
合
感
冒
薬
な

ど
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
制
度
改
悪
は
以
前

か
ら
議
論
さ
れ
て
お
り
、
発
端

は
93
年
12
月
、
旧
厚
生
省
の
医

療
保
険
審
議
会
が
当
時
の
厚
生

相
宛
て
に
、「
一
般
用
医
薬
品

類
似
医
薬
品
の
保
険
制
度
上
の

取
り
扱
い
」
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
の
建
議
書
を
提
出
し

た
こ
と
に
始
ま
る
。

　

こ
れ
に
対
し
、
協
会
、
保
団

連
を
は
じ
め
、
多
く
の
医
師
や

患
者
が
反
対
運
動
を
展
開
し
、

制
度
改
悪
を
食
い
止
め
た
。

　

再
度
こ
の
制
度
改
悪
が
提
案

さ
れ
た
の
は
、
２
０
０
９
年
か

ら
始
ま
っ
た
民
主
党
政
権
下
で

の
「
事
業
仕
分
け
」
で
あ
る
。

09
年
11
月
の
仕
分
け
で
「
市
販

品
類
似
薬
を
保
険
外
と
す
る
方

向
性
」
が
示
さ
れ
、
11
年
11
月

の
仕
分
け
で
は
「
自
己
負
担
割

合
の
引
き
上
げ
の
試
行
」
や

「
一
部
医
療
保
険
の
対
象
か
ら

外
す
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
」

と
い
う
結
論
が
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
12
年
度
の
診

療
報
酬
改
定
で
は
「
ビ
タ
ミ
ン

製
剤
に
つ
い
て
『
単
な
る
栄
養

補
給
の
目
的
』
で
の
投
与
は
算

定
不
可
と
す
る
」
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
こ
の
際
も
国
民
的
な

反
対
運
動
で
、
全
面
的
な
制
度

改
悪
を
阻
止
し
た
。

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
で

も
、
保
団
連
・
協
会
を
は
じ
め

医
師
会
や
健
保
連
か
ら
の
批
判

を
押
し
切
っ
て
、「
治
療
目
的

で
な
く
、
う
が
い
薬
の
み
が
処

方
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、

当
該
う
が
い
薬
に
係
る
処
方

料
、
調
剤
料
、
薬
剤
料
、
処
方

せ
ん
料
、
調
剤
技
術
基
本
料
を

算
定
し
な
い
」
と
さ
れ
、
う
が

い
薬
が
保
険
か
ら
外
さ
れ
た
。

　

今
回
の
改
悪
案
は
、
こ
う
し

た
歴
史
的
な
流
れ
の
延
長
で
あ

り
、
今
年
５
月
に
財
政
制
度
等

審
議
会
財
政
制
度
分
科
会
が
ま

と
め
た
報
告
書
「
財
政
健
全
化

に
向
け
た
基
本
的
考
え
方
」

に
、「
湿
布
、
漢
方
薬
な
ど
市

販
類
似
薬
品
の
更
な
る
保
険
適

用
除
外
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
」
と
盛
り
込
ま
れ
た
も
の
で

あ
る
。

感 想 文 ②

医
療
の
原
点

振
り
返
る
機
会
に

監
事　
　

岡
部
桂
一
郎

漢
方
薬
や
風
邪
薬
は

　
　
　

10
割
負
担
に

患者負担増患者負担増

ストップストップ
政策解説

●②

　

こ
の
制
度
改
悪
が
実
施
さ
れ

れ
ば
、
患
者
の
間
違
っ
た
自
己

診
断
に
基
づ
く
市
販
薬
の
使
用

に
よ
る
治
療
を
促
し
、
病
状
の

悪
化
を
招
く
も
と
に
な
る
。
医

師
に
よ
る
早
期
診
断
と
早
期
治

療
が
損
な
わ
れ
、
取
り
返
し
の

つ
か
な
い
事
態
を
招
く
可
能
性

も
否
定
で
き
な
い
。

　

ま
た
、
病
院
・
診
療
所
に
受

診
し
た
場
合
で
も
、
今
ま
で
は

保
険
適
用
さ
れ
て
い
た
医
薬
品

が
自
己
負
担
に
な
れ
ば
、
患
者

に
、
原
則
３
割
負
担
と
い
う
高

率
の
窓
口
負
担
に
加
え
、
さ
ら

に
多
大
な
負
担
を
強
い
る
こ
と

に
な
る
。
こ
れ
で
は
、
低
所
得

者
は
安
心
し
て
医
療
機
関
を
受

診
で
き
ず
、
格
差
社
会
の
中

で
、
受
診
抑
制
を
さ
ら
に
加
速

さ
せ
る
も
の
と
な
る
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
制
度
改
悪

は
、
公
的
医
療
保
険
の
給
付
範

囲
の
縮
小
を
進
め
る
も
の
で
あ

り
、
国
民
皆
保
険
を
崩
壊
さ
せ

る
突
破
口
と
な
り
か
ね
な
い
。

　

国
は
、
元
来
医
療
用
医
薬
品

と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
成
分
を

含
む
医
薬
品
の
、
一
般
用
医
薬

品
へ
の
転
換
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
流
れ
が
さ
ら
に
進
め
ば
、

保
険
外
の
医
薬
品
が
増
え
、
結

局
医
薬
品
は
国
民
皆
保
険
外
と

な
り
か
ね
な
い
。

　

こ
う
し
た
不
公
平
性
と
危
険

性
を
は
ら
む
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
政
府
が
こ
の
制
度
改
悪
に

固
執
し
続
け
る
理
由
は
、
医
療

費
の
抑
制
の
た
め
で
あ
る
。
12

年
度
改
定
で
行
わ
れ
た
ビ
タ
ミ

ン
製
剤
の
保
険
外
し
で
は
約
１

６
４
億
円
、
今
次
改
定
で
行
わ

れ
た
う
が
い
薬
の
保
険
外
し
で

は
約
61
億
円
の
医
療
費
抑
制
と

な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

結
局
、
政
府
が
行
お
う
と
し

て
い
る
の
は
、
医
療
費
抑
制
の

た
め
に
、
患
者
に
負
担
を
押
し

つ
け
、
適
切
な
医
療
へ
の
ア
ク

セ
ス
を
奪
う
こ
と
で
あ
り
、
許

す
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

深
刻
な
医
師
不
足
や
診
療
科

の
閉
鎖
な
ど
、
地
域
医
療
の
存

続
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い

る
但
馬
地
域
。
但
馬
支
部
と
地

域
医
療
部
は
、
10
月
４
日
に
豊

岡
市
神
鍋
高
原
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ

ホ
テ
ル
で
、
第
31
回
地
域
医
療

を
考
え
る
懇
談
会
「
ど
う
な
る

但
馬
の
医
療
〜
そ
し
て
こ
れ
か

ら
」
を
開
催
し
、
46
人
が
参

加
。
但
馬
地
域
の
公
立
病
院
長

や
勤
務
医
、
公
立
診
療
所
所
長

所
所
長
の
新
田
誠
先
生
の
４
人

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
但

馬
の
医
療
の
現
状
や
課
題
に
つ

い
て
報
告
。

　

医
師
不
足
問
題
の
根
本
に
は

国
の
公
的
医
療
費
抑
制
、
医
師

数
抑
制
政
策
が
あ
り
、
公
立
豊

岡
病
院
な
ど
の
高
機
能
病
院
の

み
に
医
師
を
集
約
し
、
重
視
す

る
の
で
は
な
く
、
地
域
医
療
を

担
う
中
小
病
院
も
守
る
必
要
が

あ
る
こ
と
や
、
医
師
の
モ
チ
ベ

ら
を
招
き
、
政

府
の
進
め
る
公

立
病
院
の
再
編

・
集
約
化
の
も

と
で
、
地
域
医

療
を
ど
う
守
る

か
活
発
な
議
論

を
交
わ
し
た
。

　

話
題
提
供
と

し
て
、
公
立
梁

瀬
医
療
セ
ン
タ

ー
院
長
の
木
山

佳
明
先
生
、
公

立
八
鹿
病
院
院

長
補
佐
の
元
津

康
彦
先
生
、
公

立
八
鹿
病
院
研

修
医
の
伊
藤
誠

二
先
生
、
豊
岡

市
立
高
橋
診
療

ー
シ
ョ
ン
を
高
め
、
病
院
の
経

営
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
こ
と
な
ど
が
語
ら
れ

た
。

　

意
見
交
換
で
は
、「
研
修
医

や
若
手
医
師
に
と
っ
て
魅
力
的

な
病
院
づ
く
り
が
大
切
。
そ
の

た
め
に
は
国
・
県
の
予
算
措
置

や
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
」「
医
師

話題提供を受け、会場と活発な質疑が交わされた

（
右
上
か
ら
時
計
回
り
に
）
木
山
佳
明
公
立
梁
瀬
医
療
セ
ン
タ
ー
院
長
、
元

津
康
彦
公
立
八
鹿
病
院
院
長
補
佐
、
伊
藤
誠
二
同
病
院
研
修
医
、
新
田
誠
豊

岡
市
立
高
橋
診
療
所
所
長

地域医療を考える懇談会　公立病院医師ら招き意見交換地域医療を考える懇談会　公立病院医師ら招き意見交換

　

元
津
院
長
補
佐
は
八
鹿
病
院

の
立
て
直
し
に
つ
い
て
触
れ
ら

れ
ま
し
た
。
京
都
・
音
羽
病
院

で
の
実
績
か
ら
要
請
さ
れ
て
赴

任
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
い
か
に

経
営
健
全
化
に
持
っ
て
い
き
、

医
師
確
保
に
つ
な
げ
る
か
を
熱

く
語
ら
れ
ま
し
た
。「
地
域
に

必
要
な
医
療
を
提
供
で
き
る
よ

う
に
個
々
が
役
割
を
果
た
す
」

「
医
師
を
大
事
に
す
る
こ
と

と
、
甘
や
か
す
こ
と
と
は
ち
が

う
」「
給
料
分
の
仕
事
を
す
る

の
が
当
然
と
い
う
文
化
を
つ
く

り
あ
げ
た
い
」
を
医
師
・
職
員

に
訴
え
続
け
て
い
く
と
結
ば
れ

感 想 文 ①

但
馬
の
地
域
医
療
の

切
実
な
現
状理

事　
　

宮
武　

博
明

確
保
は
大
事
だ
が
、
長
年
但
馬

の
地
域
医
療
に
尽
力
し
て
き
た

勤
務
医
へ
の
配
慮
も
必
要
」

「
医
療
従
事
者
の
犠
牲
に
よ
っ

て
成
り
立
つ
地
域
医
療
に
、
さ

ら
に
財
政
主
導
で
抑
制
策
を
続

け
る
と
但
馬
の
医
療
は
崩
壊
し

て
い
く
」
な
ど
の
指
摘
が
あ

り
、
参
加
者
ら
は
、
但
馬
の
医

療
を
守
る
た
め
に
は
、
医
療
者

が
地
域
医
療
を
守
る
立
場
で
、

住
民
と
協
力
・
共
同
す
る
こ
と

が
重
要
だ
と
確
認
し
あ
っ
た
。

　

翌
５
日
に
は
、
同
会
場
で
協

会
移
動
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

　

宮
武
理
事
、
岡
部
監
事
の
感

想
文
を
掲
載
す
る
。

た
び
た
び
浮
上
す
る
市
販
類
似
薬
の
保
険
外
し

た
び
た
び
浮
上
す
る
市
販
類
似
薬
の
保
険
外
し

医
療
の
公
平
性
と
安
全
性
を
脅
か
す

医
療
の
公
平
性
と
安
全
性
を
脅
か
す
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（
１
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

議
員
要
請
で
は
、
新
原
秀
人

（
維
新
・
近
畿
比
例
）・
大
串

正
樹
（
自
民
・
兵
庫
６
区
）・

井
坂
信
彦
（
維
新
・
近
畿
比

例
）
各
衆
院
議
員
、
清
水
貴
之

（
維
新
・
兵
庫
）、
山
下
芳
生

（
共
産
・
比
例
）
両
参
院
議
員

の
５
人
と
面
談
。

　

患
者
負
担
増
計
画
の
中
止
、

混
合
診
療
を
実
質
解
禁
す
る

「
患
者
申
出
療
養
」
中
止
、
消

費
税
増
税
中
止
と
医
療
へ
の
ゼ

ロ
税
率
適
用
、
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
の
実
現
の
４
点
を

中
心
に
要
請
し
た
。

　

新
原
秀
人
衆
院
議
員
は
、
現

在
、
協
会
で
取
り
組
ん
で
い
る

「
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
」
請

願
署
名
の
国
会
提
出
を
要
請
し

た
と
こ
ろ
、「
個
人
的
に
は
引

き
受
け
た
い
。
国
対
副
委
員
長

の
立
場
か
ら
、
党
と
し
て
受
け

る
よ
う
に
働
き
か
け
た
い
」
と

賛
同
を
示
し
た
。
ま
た
、
消
費

税
増
税
に
つ
い
て
は
「
増
税
延

期
法
案
を
用
意
し
て
い
る
」
と

述
べ
た
。
ま
た
、
川
西
副
理
事

長
が
保
団
連
で
実
施
し
た
伊
方

原
発
へ
の
公
害
視
察
会
（
５
面

に
参
加
記
）
の
内
容
を
紹
介
す

る
と
、「
環
境
委
員
会
に
所
属

し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
委
員
会

で
質
問
し
た
い
。
資
料
を
提
供

し
て
ほ
し
い
」
と
要
望
が
あ

り
、
資
料
を
提
供
し
た
。

　

大
串
正
樹
衆
院
議
員
は
、
患

者
負
担
増
計
画
に
対
し
、「
厳

し
い
財
政
の
中
、
余
裕
の
あ
る

人
に
は
少
し
ず
つ
で
も
、
負
担

を
し
て
も
ら
う
の
が
、
大
き
な

政
治
の
流
れ
」「
低
所
得
者
向

け
に
は
必
ず
、
軽
減
措
置
を
設

け
て
い
る
」
と
し
て
、
賛
同
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

井
坂
信
彦
衆
院
議
員
か
ら

は
、
協
会
の
役
員
と
社
会
保
障

政
策
に
つ
い
て
懇
談
を
し
た
い

と
申
し
出
が
あ
り
、
国
会
閉
会

中
に
実
施
す
る
方
向
で
政
策
秘

書
と
も
懇
談
し
た
。

　

清
水
貴
之
参
院
議
員
は
、
患

者
負
担
増
計
画
に
つ
い
て
、

「
苦
し
い
方
の
負
担
を
減
ら
す

の
は
当
た
り
前
。
た
だ
、
医
療

費
が
増
え
続
け
る
中
、
ど
こ
か

で
削
減
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」「
医
療
機
関
の
損
税
は
お

か
し
な
話
。
歯
科
技
工
士
の
窮

状
も
聞
い
て
い
る
」
な
ど
と
し

た
。

　

山
下
芳
生
参
院
議
員
は
「
ブ

ラ
ッ
ク
企
業
で
働
く
若
者
、
年

金
を
減
ら
さ
れ
続
け
て
い
る
高

齢
者
、
こ
う
し
た
人
た
ち
に
展

望
を
持
た
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
安
倍
政
権
の
政
治
は
本
当
に

問
題
だ
」
と
述
べ
、
国
民
の
安

倍
政
権
へ
の
批
判
を
力
に
何
と

か
悪
政
を
止
め
る
と
し
、「
ス

ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
」
に
賛
同

し
た
。

　

財
務
省
、
国
税
庁
と
の
交
渉

を
議
員
会
館
内
で
実
施
し
た
。

財
務
省
か
ら
は
主
税
局
税
制
第

二
課
の
高
澤
航
課
長
補
佐
ほ
か

１
人
、
国
税
庁
か
ら
は
長
官
官

房
総
務
調
査
室
の
鴫
谷
卓
郎
課

長
補
佐
ほ
か
１
人
が
出
席
し
、

応
対
し
た
。

　

財
務
省
に
対
し
て
は
麻
生
太

郎
財
務
大
臣
に
あ
て
「
消
費
税

増
税
の
中
止
と
医
療
へ
の
ゼ
ロ

税
率
適
用
を
求
め
る
」
院
長
署

名
３
７
３
筆
を
提
出
、
さ
ら
な

　

ス
タ
ッ
フ
の
方
が
患
者
さ
ん

か
ら
が
ん
ば
っ
て
署
名
を
集
め

て
く
れ
て
い
ま
す
。
受
付
近
く

に
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
患
者

さ
ん
に
今
計
画
さ
れ
て
い
る
負

担
増
計
画
を
説
明
す
る
と
、
多

く
の
方
か
ら
「
こ
れ
は
い
か
ん

な
」
と
受
付
で
署
名
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
特
に
複
数
病
院
を

受
診
さ
れ
て
い
る
、
収
入
が
年

金
の
み
の
高
齢
の
患
者
さ
ん
が

非
常
に
危
惧
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。
患
者
負
担
割
合

が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
、
受
診

抑
制
が
起
き
、
医
院
経
営
に
も

深
刻
な
影
響
が
出
る
こ
と
は
明

白
で
す
。

　

こ
の
計
画
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ

る
た
め
に
も
、
署
名
や
政
策
提

言
を
す
る
こ
と
は
非
常
に
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。
政

策
に
対
し
、
声
を
上

げ
な
か
っ
た
ら
現
状

は
何
も
変
わ
り
ま
せ

ん
。
国
民
の
請
願
権

は
憲
法
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

選
挙
以
外
で
国
民

が
政
策
を
要
求
す
る

手
段
と
し
て
は
、
署

名
が
一
番
有
効
で

す
。
姫
路
市
で
は
長

ら
く
通
院
に
対
す
る

子
ど
も
医
療
費
助
成

の
拡
充
が
行
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
市
民
の

方
の
署
名
活
動
に
よ
っ
て
市
議

会
が
動
き
、
拡
充
が
来
年
度
か

ら
行
わ
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
ま

し
た
。
非
常
に
喜
ば
し
い
こ
と

で
す
。

　

医
療
政
策
は
各
国
の
国
民
性

に
合
わ
せ
打
ち
出
す
べ
き
も
の

で
す
。
ア
メ
リ
カ
が
求
め
る
、

日
本
の
国
民
皆
保
険
制
度
を
壊

す
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
は
参
加
す
べ
き

で
な
い
と
思
い
ま
す
。
国
民
の

健
康
を
維
持
、
増
進
さ
せ
る
こ

と
が
医
療
の
役
割
で
あ
る
の

に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
憲
法
25
条

で
定
め
ら
れ
た
国
の
重
要
な
役

割
の
放
棄
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

歯
科
で
は
保
険
で
受
け
ら
れ

る
医
療
の
範
囲
を
広
げ
、
メ
タ

ル
フ
レ
ー
ム
や
メ
タ
ル
ボ
ン
ド

な
ど
、
有
効
性
が
認
め
ら
れ
て

い
る
も
の
が
保
険
収
載
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
を
改
善
し
て
ほ
し

い
で
す
。

　

今
後
、
協
会
は
、
医
療
・
国

民
生
活
を
良
く
し
て
い
く
た
め

る
増
税
の
中
止
と
ゼ
ロ
税
率
の

実
現
を
訴
え
た
。
財
務
省
側
は

「
社
会
保
障
需
要
の
増
大
に
消

費
税
財
源
は
必
要
」「
診
療
報

酬
で
医
院
の
消
費
税
負
担
分
は

補
填
さ
れ
て
い
る
」
な
ど
従
来

見
解
を
繰
り
返
す
不
誠
実
な
態

度
に
終
始
し
た
。

　

国
税
庁
に
対
し
て
は
、
税
務

調
査
で
カ
ル
テ
開
示
を
求
め
な

い
こ
と
や
反
面
調
査
の
中
止
を

は
じ
め
17
項
目
の
「
税
務
行
政

改
善
要
請
」
を
林
信
光
国
税
庁

長
官
あ
て
で
提
出
し
た
。

　

国
税
庁
側
は
、
国
税
通
則
法

の
改
正
以
降
、
電
話
で
の
反
面

調
査
が
取
引
先
等
に
対
し
て
広

ま
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

は
、
税
務
官
の
「
本
人
確
認
」

と
「
税
務
調
査
で
あ
る
か
ど
う

か
の
確
認
」
が
で
き
な
い
な
ら

即
答
の
必
要
は
な
く
、
対
面
で

の
官
職
確
認
と
「
税
務
調
査
で

あ
る
こ
と
」
の
確
認
が
、
調
査

へ
の
協
力
義
務
の
要
件
で
あ
る

と
の
見
解
を
示
し
た
。

　

「
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
」

署
名
に
、
病
院
職
員
の
協
力
を

得
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
職
員
に
回
覧
し
、
署

名
を
し
て
も
ら
い
、
患
者
さ
ん

に
も
広
げ
て
い
ま
す
。
患
者
負

担
は
少
な
い
方
が
助
か
る
と
、

よ
く
応
じ
て
も
ら
え
ま
す
。

　

医
療
で
も
介
護
で
も
、
患
者

さ
ん
・
国
民
の
負
担
が
何
も
か

も
上
が
っ
て
い
く
の
は
問
題
で

す
。
財
政
な
ど
で
一
定
の
国
際

的
な
約
束
が
あ
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
さ
ら
な
る
負
担
増

10
・
23
国
会
行
動

５議員と面談５議員と面談

患
者
負
担
増
計
画
と

患
者
負
担
増
計
画
と

患
者
申
出
療
養
の
中
止
求
め
る

患
者
申
出
療
養
の
中
止
求
め
る

年金暮らしの
高齢者に影響大

新
原
秀
人（
①
右
）・
大
串
正
樹（
②
右
２
人
目
）・
井
坂
信
彦（
③
右
）各
衆
院
議
員
、
清
水
貴
之（
④
左
）・
山
下
芳
生（
⑤
左

２
人
目
）両
参
院
議
員
に
川
西
敏
雄（
①
左
）・
加
藤
擁
一（
②
左
２
人
目
）両
副
理
事
長
、
鈴
田
明
彦（
④
右
）
理
事
が
要
請

受
付
の
目
立
つ
と
こ
ろ
に
ポ
ス
タ
ー
を
は
り
、

署
名
を
う
っ
た
え
て
い
る　
　
　
　
　
　
　
　

病
院
全
体
で
署
名
に
取
り
組
む
中
谷
院
長
（
右
）

と
長
尾
課
長
（
左
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池内春樹理事長（奥）、吉岡正雄副理事長（手前）
らが大丸前で署名を求め、多くの人が応じた 　

姫路市・伊東歯科医院

伊東　禎雄 先生

こ
れ
以
上

患
者
負
担
増
や
せ
な
い

淡
路
市
・
津
名
病
院　
　

中
谷　

正
史
先
生

患者負担増ストップ
署名「私も集めてます」署名「私も集めてます」

●①

に
、
医
科
・
歯
科
・
薬
科
一
体

で
医
師
会
・
歯
科
医
師
会
と
も

連
携
し
、
運
動
を
も
っ
と
進
め

て
ほ
し
い
で
す
ね
。
私
も
署
名

活
動
な
ど
、
で
き
る
だ
け
協
力

し
て
い
き
ま
す
。

ストップ　患者負担増！ストップ　患者負担増！
署名・クイズチラシにご協力を署名・クイズチラシにご協力を

◀
署
名
用
紙

◀
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

③

⑤

②④

①

　

受
診
時
定
額
負
担
な
ど
の
患

者
負
担
増
計
画
を
く
い
止
め
る

署
名
は
、
10
月
31
日
現
在
４
１

７
０
筆
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

協
会
は
５
万
筆
を
め
ざ
し
、
全

会
員
に
10
筆
以
上
の
署
名
を
お

願
い
し
て
い
る
。
会
員
医
療
機

関
の
取
り
組
み
を
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
す
る
。

は
許
さ
れ
ま
せ

ん
。
富
裕
層
な

ど
、
能
力
の
あ
る

人
に
負
担
し
て
も

ら
う
べ
き
で
、
低

所
得
者
に
負
担
さ

せ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。

　

国
民
皆
保
険
制

度
を
絶
対
に
つ
ぶ

し
て
は
い
け
な
い

と
い
う
思
い
で
、

さ
ら
に
署
名
を
呼

び
か
け
て
い
き
ま

す
。

　

協
会
は
10
月
25
日
、
神
戸
元
町
商
店
街

前
で
、
政
府
が
進
め
る
患
者
負
担
増
計
画

の
中
止
を
求
め
る
請
願
へ
の
署
名
を
呼
び

か
け
る
街
頭
宣
伝
を
実
施
。
池
内
春
樹
理

事
長
、
武
村
義
人
・
吉
岡
正
雄
・
加
藤
擁

一
各
副
理
事
長
、
大
森
公
一
・
辻
一
城
・

白
岩
一
心
各
理
事
、
幸
田
雄
策
評
議
員
が

参
加
し
、
30
分
ほ
ど
の
宣
伝
で
、
合
わ
せ

て
63
筆
の
署
名
が
集
ま
っ
た
。

　

「
政
府
の
新
し
い
患
者
負
担
増
計
画
が

行
わ
れ
れ
ば
、
受
診
抑
制
が
起
こ
り
、
患

者
さ
ん
の
健
康
が
守
れ
な
く
な
る
」
と
の

訴
え
に
、
署
名
に
応
じ
た
方
か
ら
は
、

「
今
で
も
窓
口
負
担
が
重
い
の
に
、
さ
ら

に
上
が
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た
」
な
ど

の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。

役員がマイクにぎり訴え

追加注文は、☎078－393－1807まで

消
費
税
増
税
中
止
と

ゼ
ロ
税
率
適
用
を

財務省
国税庁
交渉
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北
播
支
部　

接
遇
研
修
会

北
播
支
部　

接
遇
研
修
会

求　
　

人

求　
　

人

◇
歯
科
医
師
・
歯
科
衛
生

士◇
勤
務
地　

尼
崎
市
潮
江

１―

３―

35

◇
条　

件　

歯
科
医
師

（
常
勤
40
万
円
〜
、
３
０

０
０
円
／
時
〜
）
歯
科
衛

生
士
（
常
勤
25
万
円
〜
、

１
３
０
０
円
／
時
〜
）

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
06―

６
４
９
６―

６
１

６
６ 

細
田
宛
ま
で
。
ま

た
は
、
☎
080―

９
４
０
５

―

８
７
３
８
ま
で

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

金
林　

信
雄
先
生

垂
水
区　

産
・
婦
・
内
・
小
児
科

７
月
16
日　

享
年
88
歳

感 想 文

感
想
文

　

北
播
支
部
は
９
月
27
日
、
小

野
市
内
で
第
１
回
認
知
症
研
究

会
を
開
催
。「
認
知
症
の
理
解

と
多
職
種
連
携
」
を
テ
ー
マ

に
、
つ
ち
や
ま
内
科
ク
リ
ニ
ッ

ク
（
西
宮
市
）
の
土
山
雅
人
先

生
が
講
演
し
、
18
人
が
参
加
し

た
。
柏
木
有
二
先
生
の
感
想
文

を
掲
載
す
る
。

　

土
山
先
生
よ
り
、
興
味
あ
る

お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
特
に
認
知
症
の
病
態

を
、
日
常
生
活
に
お
け
る
具
体

例
を
挙
げ
て
説
明
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
側
頭
頭
頂
葉
を
車

に
例
え
れ
ば
、
エ
ン
ジ
ン
と
タ

イ
ヤ
（
連
動
し
な
い
と
う
ま
く

進
め
な
い
）。
前
頭
葉
は
ハ
ン

ド
ル
（
進
む
方
向
を
決
め

る
）。
ま
た
、
花
と
器
を
例
に

と
り
、
少
な
く
な
っ
た
花
の
変

化
を
認
知
症
症
状
、
器
の
変
化

を
認
知
症
疾
患
と
お
っ
し
ゃ
っ

た
点
は
興
味
深
い
こ
と
で
し

た
。
両
者
を
見
極
め
る
に
は
、

多
職
種
の
連
携
が
必
要
と
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
認
知
症
を
き
た
す
疾
患

と
し
て
、
主
に
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ

ー
型
認
知
症
（
Ａ
Ｄ
）・
レ
ビ

ー
小
体
型
認
知
症
（
Ｄ
Ｌ
Ｂ
）

・
前
頭
側
頭
型
認
知
症
（
Ｆ
Ｔ

と
が
あ
る
と
い
う
話
が
興
味
深

か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
認
知
症

に
は
種
々
の
病
変
が
混
在
し
て

い
る
の
で
、
認
知
症
の
診
察
に

は
「
病
名
を
つ
け
る
」
こ
と
に

こ
だ
わ
ら
な
い
で
、
そ
の
人
の

病
状
・
病
態
に
応
じ
た
対
応
が

必
要
で
あ
る
と
の
話
に
は
説
得

力
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
認
知
症
治
療
は
、

進
行
と
と
も
に
嚥
下
障
害
が
生

じ
、
終
末
期
に
な
っ
て
も
「
必

ず
し
も
最
新
も
し
く
は
高
度
の

医
療
や
ケ
ア
の
技
術
の
全
て
を

つ
ぎ
込
む
こ
と
を
意
味
す
る
も

の
で
は
な
い
」
と
い
う
医
療
倫

理
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
多
職
種
連
携
に
関
し

Ｄ
）
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
り
、
Ａ
Ｄ
の

臨
床
経
過
に
お
い

て
、
タ
ウ
蛋
白
と
老

人
斑
と
の
関
係
や
、

Ｄ
Ｌ
Ｂ
に
ア
リ
セ
プ

ト
が
適
用
と
な
っ
た

こ
と
、
Ｆ
Ｔ
Ｄ
に
お

い
て
は
「
万
引
き
」

な
ど
の
犯
罪
行
為
な

ど
で
気
づ
か
れ
る
こ

て
の
話
は
少
な
か
っ
た
の
で
残

念
で
す
が
、
今
回
の
話
を
参
考

に
、
今
後
の
診
療
に
活
か
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 

【
小
野
市　

柏
木　

有
二
】

　

北
播
支
部
は
10
月
11
日
、
小

野
市
内
で
接
遇
研
修
会
「
ケ
ー

ス
で
学
ぶ
患
者
さ
ん
対
応
〜
対

応
の
基
本
と
ク
レ
ー
ム
処
理
」

を
開
催
。
大
手
前
短
期
大
学
教

授
の
水
原
道
子
先
生
を
講
師

に
、
13
人
が
参
加
し
た
。
は
や

し
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
ス
タ
ッ

フ
の
方
の
感
想
文
を
掲
載
す

る
。

　　

日
常
業
務
に
お
い
て
、
何
人

も
の
患
者
さ
ま
へ
の
応
対
が
あ

り
ま
す
が
、
接
遇
研
修
を
受
講

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
改
め
て

笑
顔
や
安
心
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
な
言
葉
遣
い
、
心
遣
い
が

で
き
て
い
る
の
か
を
振
り
返

り
、
反
省
す
る
、
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

医
療
・
福
祉
の
接
遇
の
原
点

は
優
し
さ
を
伝
え
る
こ
と
、
好

か
れ
る
こ
と
、
信
頼
さ
れ
る
こ

り
、
ク
レ
ー
ム
も
増

え
て
き
て
い
る
今

日
、
ク
レ
ー
ム
は
、

改
善
す
べ
き
意
見
と

し
て
受
け
止
め
る
こ

と
で
、
相
手
に
対
し

て
心
か
ら
の
お
詫
び

の
姿
勢
が
示
せ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
ク
レ
ー
ム
を
未

然
に
防
ぐ
た
め
に
、

ク
ッ
シ
ョ
ン
言
葉
を

遣
っ
た
り
、
語
尾
を

質
問
型
に
し
た
り
す

る
な
ど
、
患
者
さ
ま

と
に
あ
り
、
地
域
医
療
の
発
展

は
地
域
の
皆
さ
ま
に
好
か
れ
る

こ
と
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
印
象
的
だ
っ
た
の

が
、
あ
い
さ
つ
で
の
笑
顔
と
笑

声
（
え
ご
え
）
で
す
。
こ
ち
ら

の
顔
が
見
え
な
い
電
話
応
対
に

お
い
て
も
、
笑
顔
と
笑
声
は
相

手
に
伝
わ
る
こ
と
、
見
え
な
い

か
ら
こ
そ
、
よ
り
謙
虚
な
対
応

が
大
切
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も

理
解
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
時
代
の
変
化
と
共
に

自
己
中
心
的
な
人
が
多
く
な

に
安
心
感
と
信
頼
を
与
え
る
言

葉
遣
い
と
、
感
じ
の
良
い
話
し

方
や
聞
き
方
に
注
意
し
て
、
誠

意
を
持
っ
て
対
応
す
る
こ
と
が

大
切
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

医
療
の
現
場
に
お
い
て
、
そ

の
職
場
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
患
者

さ
ま
よ
り
、
心
か
ら
受
診
し
て

よ
か
っ
た
と
言
っ
て
い
た
だ
け

る
よ
う
、
ク
リ
ニ
ッ
ク
全
体
で

居
心
地
の
良
い
空
間
づ
く
り
を

心
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

日
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と

を
業
務
に
活
か
せ
る
よ
う
、
ま

た
、
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ

ま
に
好
か
れ
、
信
頼
さ
れ
、
そ

し
て
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
増
患
に
つ

な
げ
ら
れ
る
よ
う
、
日
々
努
力

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
笑

顔
で
優
し
く
和
や
か
に
ご
講
話

い
た
だ
い
た
講
師
の
水
原
道
子

先
生
は
じ
め
、
お
世
話
い
た
だ

き
ま
し
た
兵
庫
県
保
険
医
協
会

の
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

【
西
脇
市　

は
や
し
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
ス
タ
ッ
フ

 

横
山　

上
辻　

三
村　

松
原
】

　

北
摂
・
丹
波
支
部
と
共
済
部

は
９
月
27
日
、
三
田
市
・
キ
ッ

ピ
ー
モ
ー
ル
で
三
井
生
命
保
険

株
式
会
社
の
１
級
フ
ァ
イ
ナ
ン

シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
技
能

士
で
あ
る
服
部
泰
彦
氏
を
講
師

に
、
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

「
生
前
贈
与
を
活
用
し
た
相
続

税
対
策
」
を
開
催
し
、
17
人
が

参
加
し
た
。
武
本
淑
子
先
生
の

感
想
文
を
掲
載
す
る
。

　

来
年
１
月
か
ら
、
相
続
税
で

非
課
税
枠
の
基
礎
控
除
が
４
割

減
る
こ
と
に
な
る
。
今
回
、
生

前
贈
与
を
活
用
し
た
相
続
対
策

に
つ
い
て
、
服
部
氏
か
ら
お
話

を
う
か
が
っ
た
。

（
基
礎
控
除
）

現
行
：
５
０
０
０
万
円
＋
１
０

０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
数

改
正
後
：
３
０
０
０
万
円
＋
６

０
０
万
×
法
定
相
続
人
数

　

こ
の
増
税
で
、
課
税
対
象
者

は
４
％
が
６
〜
７
％
に
増
え
、

わ
れ
わ
れ
団
塊
の
世
代
を
見
据

え
た
政
策
の
よ
う
で
あ
る
。

　

土
地
家
屋
、
金
融
資
産
、
現

金
の
合
計
が
７
０
０
０
万
円
の

場
合
、
兄
弟
２
人
で
相
続
す
る

と
、
年
内
は
非
課
税
で
あ
る
が

来
年
か
ら
は
基
礎
控
除
が
４
２

０
０
万
円
に
減
る
た
め
２
８
０

０
万
円
が
課
税
対
象
に
な
り
、

２
人
で
３
２
０
万
円
の
相
続
税

が
課
せ
ら
れ
る
。

　

納
税
資
金
の
準
備
や
節
税
に

生
命
保
険
を
活
用
す
る
方
法
を

教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
興

味
深
か
っ
た
も
の
を
紹
介
し
た

い
。

・
ま
ず
、
相
続
の
納
税
は
10
カ

減
税
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

・
生
命
保
険
の
受
取
人
が
す
べ

て
配
偶
者
だ
と
、
子
の
納
税
資

金
が
不
足
す
る
た
め
、
一
部
は

子
を
受
取
人
に
指
定
す
る
の
が

良
い
。

・
生
前
贈
与
を
し
、
相
続
財
産

を
減
ら
す
。
１
１
０
万
円
の
基

礎
控
除
が
あ
る
が
、
親
が
管
理

を
す
る
と
認
め
ら
れ
な
い
た

月
以
内
で
あ
る
た
め
、
時

間
的
猶
予
が
な
い
。
生
命

保
険
金
は
指
定
し
た
受
取

人
が
自
由
に
使
え
る
し
、

遺
産
分
割
協
議
が
整
わ
な

く
て
も
処
分
可
能
。

・
相
続
放
棄
し
た
嫁
い
だ

娘
に
も
、
受
取
人
に
指
定

す
る
と
保
険
金
を
遺
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
非
課
税
限
度
額
：
５
０

０
万
円
×
法
定
相
続
人
で

め
、
通
帳
、
印
鑑
は
贈
与
を
受

け
た
人
が
管
理
を
し
、
可
能
で

あ
れ
ば
お
金
を
使
っ
た
実
績
を

作
る
。
毎
年
１
１
０
万
円
を
超

す
贈
与
を
し
、
贈
与
を
受
け
た

人
が
申
告
を
し
て
お
く
。

・
贈
与
資
金
を
生
命
保
険
で
活

用
す
る
。
贈
与
さ
れ
た
資
金
で

子
が
契
約
者
、
被
保
険
者
、
年

金
受
取
人
に
な
り
、
金
銭
の
浪

費
を
防
ぎ
成
人
後
の
資
金
に
す

る
。

・
子
や
孫
の
学
費
や
生
活
費
は

贈
与
と
考
え
な
い
。

・
相
続
人
が
少
な
い
場
合
は
、

養
子
縁
組
も
考
慮
す
る
。

　

演
者
か
ら
は
「
子
ど
も
の
こ

ろ
養
子
縁
組
の
話
が
あ
っ
た

が
、
自
分
が
捨
て
ら
れ
る
よ
う

な
思
い
で
断
っ
た
が
、
今
か
ら

思
う
と
損
を
し
た
」
と
ユ
ー
モ

ア
の
あ
る
お
話
も
あ
り
、
意
外

と
知
ら
な
い
内
容
が
多
く
、
大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
後

に
生
か
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

【
三
田
市　

武
本　

淑
子
】

さまざまな質問に対し、服部氏が一
つひとつていねいに解説した　　　

笑顔の大切さが強調された水原先生の講演

「
患
者
そ
れ
ぞ
れ
の
病
状
に
応
じ
た
対
応
が

必
要
」
と
土
山
先
生　
　
　
　
　
　
　
　
　

感 想 文

由
本　
　

伸
先
生

長
田
区　

内
・
呼
吸
器
科

９
月
10
日　

享
年
85
歳

谷
垣　

守
良
先
生

相
生
市　

内
・
循
環
器
科

10
月
22
日　

享
年
80
歳

文化部企画

日　時　12月７日（日）10時～14時
会　場　神戸市生涯学習支援センター
　　　　（コミスタ神戸／三宮駅から徒歩15分）
指　導　三田市・福田歯科医院　福田　俊明先生
　　　　（全麺協四段位、地方認定審査員）
参加費　大人1500円、子ども500円　　定　員　40人
　※持ち物はエプロン、タオル等
　　参加者には改めて詳細をご案内します。

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1817 吉永まで

三田産・新そば

ファミリーパーティー そば打ち体験

北播支部　認知症研究会北播支部　認知症研究会

症例ごとの
病態紹介に納得

ク
リ
ニ
ッ
ク
全
体
で

居
心
地
の
良
い
空
間
へ

北
摂
・
丹
波
支
部　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

北
摂
・
丹
波
支
部　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー

納
税
資
金
準
備
や
節
税
に

生
命
保
険
の
活
用
法
学
ぶ

薬科部　第19回漢方研究会

漢方診療の実際
～四診を駆使する～

日　時　11月15日（土）16時～18時　
会　場　協会６階会議室
講　師　 堺市・三谷ファミリークリニ

ック院長・奈良県立医科大学
特任教授　三谷　和男先生

参加費　500円（協会会員は無料）

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1803まで

日　時　12月13日（土）
　　　　14時30分～17時
会　場　協会６階会議室
講　師　坂本　麻生税理士
参加費　3000円（医経研会員は無料）

お申し込み、お問い合わせは、
 ☎078－393－1817 山下まで

●医院経営研究会 12月例会

医療法人の運営と医療法人の運営と
税務の留意点税務の留意点
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保
団
連
は
10
月
18
日
・
19
日

に
愛
媛
県
・
四
国
電
力
伊
方
原

発
へ
の
公
害
視
察
会
を
開
催

し
、
16
協
会
か
ら
47
人
が
参

加
。
兵
庫
協
会
か
ら
、
川
西
副

理
事
長
、
森
岡
・
森
下
・
白
岩

各
理
事
が
参
加
し
た
。
白
岩
理

事
の
参
加
記
を
掲
載
す
る
。

　

18
日
、
18
時
か
ら
学
習
会
が

行
わ
れ
た
。
伊
方
原
発
を
と
め

る
会
事
務
局
長
で
、
弁
護
士
の

草
薙
順
一
先
生
の
講
演
で
始
ま

っ
た
。
福
井
地
裁
の
大
飯
原
発

差
し
止
め
の
画
期
的
な
判
決
の

お
話
も
あ
り
、
全
国
の
原
発
再

稼
働
反
対
の
声
を
大
き
く
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
協
調

さ
れ
た
。
ウ
ラ
ン
と
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
の
混
合
燃
料
Ｍ
Ｏ
Ｘ
を
使

用
す
る
プ
ル
サ
ー
マ
ル
発
電
の

危
険
性
も
講
演
さ
れ
た
。

　

ご
講
演
の
あ
と
、
質
疑
応
答

も
活
発
だ
っ
た
。
原
発
再
稼
働

が
い
か
に
危
険
で
、
未
来
の
負

の
遺
産
に
な
る
か
を
学
ん
だ
。

　

私
は
、
画
期
的
な
福
井
地
裁

判
決
を
出
し
た
裁
判
官
を
動
か

し
た
の
は
、
福
井
県
の
み
な
ら

ず
、
近
隣
の
滋
賀
県
、
京
都

府
、
大
阪
府
、
兵
庫
県
の
住
民

運
動
と
、
全
国
民
の
反
対
の
声

の
結
集
の
力
も
大
き
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
、
発
言
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
講
演
会
の
あ
と

の
懇
親
会
で
も
活
発
な
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
た
。

　

翌
日
、
午
前
７
時
に
バ
ス
に

て
松
山
市
を
出
発
し
、
伊
方
町

の
伊
方
原
発
に
向
か
っ
た
。
車

内
で
も
、
伊
方
原
発
の
つ
く
ら

れ
た
歴
史
を
学
ん
だ
り
、
住
民

の
反
対
運
動
を
学
ん
だ
。

　

四
国
４
県
の
６
割
の
住
民
が

再
稼
働
に
反
対
し
て
い
る
が
、

瀬
戸
内
海
に
内
向
き
に
建
設
さ

れ
た
伊
方
原
発
の
場
合
、
大

分
、
福
岡
、
山
口
、
広
島
各
県

の
協
力
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き

な
い
。
大
分
県
は
、
も
う
す
で

に
、
愛
媛
県
伊
方
原
発
再
稼
働

反
対
に
賛
同
し
て
活
動
さ
れ
て

い
る
と
報
告
が
あ
っ
た
。

　

伊
方
原
発
に
対
し
、
原
子
力

規
制
委
員
会
は
、
新
規
制
基
準

に
適
合
と
い
う
審
査
結
果
を
出

そ
う
と
し
て
い
る
が
、
現
地
で

は
防
波
堤
や
防
潮
堤
も
見
え

ず
、
冷
却
水
は
海
へ
垂
れ
流
し

で
あ
る
。
こ
れ
で
本
当
に
安
全

と
言
え
る
の
か
。
活
断
層
も
発

電
所
か
ら
６
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

箇
所
を
ぶ
ち
抜
い
て
い
る
。
と

て
も
危
険
な
立
地
で
あ
る
。

　

原
子
力
の
安
全
神
話
が
消
え

去
っ
た
今
、
政
府
の
強
引
な
納

得
で
き
な
い
説
明
で
の
再
稼
働

に
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り
の
力

を
合
わ
せ
た
署
名
運
動
は
じ

め
、
反
対
集
会
、
反
対
学
習
会

を
継
続
し
て
広
げ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
し
て
一
致
団
結
の

行
動
が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
未
来
を
担
う
若
い
世

代
の
中
で
、
原
子
力
を
原
点
か

ら
研
究
す
る
優
秀
な
人
材
育
成

も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
研
究

者
が
、
強
く
声
を
上
げ
て
も
ら

う
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。

　

原
発
の
そ
ば
に
風
力
発
電
所

が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
た
が
、
ま

っ
た
く
動
い
て
お
ら
ず
、
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
は
ず
の
風
力
発

電
の
羽
を
回
転
さ
せ
る
動
力

は
、
伊
方
原
発
で
な
い
か
と
い

う
錯
覚
に
陥
っ
た
。

　

現
地
を
見
て
、
改
め
て
原
発

を
世
界
か
ら
な
く
す
こ
と
が
平

和
に
つ
な
が
り
、
公
害
問
題
に

ひ
た
む
き
に
向
き
合
う
こ
と
だ

と
感
じ
た
。
保
団
連
、
兵
庫
協

会
に
は
感
謝
し
て
い
る
。

伊方原発（右手奥）をのぞむ（上か
ら）白岩・川西・森岡・森下各先生

保
団
連
公
害
視
察
会

保
団
連
公
害
視
察
会

参 加 記

伊
方
原
発
の
再
稼
働

瀬
戸
内
の
連
携
で
止
め
よ
う

理
事　
　

白
岩　

一
心

　集団的個別指導は、県下診療科別平
均点数（右表参照）の1.2倍（病院1.1
倍）以上の医療機関のうち、診療科別
に前年度・前々年度に集団的個別指導
または個別指導を受けた医療機関を除
き、医療機関数の上位８%に該当した
場合に対象となる。
　今年度の集団的個別指導は神戸と姫
路で実施予定で、対象医療機関には３
週間前に実施通知が送付される。
　今年度は医科病院26件、医科診療所
282件、歯科242件、薬科187件が選定
予定とされている。集団的個別指導の
内容は、現在のところ講義形式による
指導のみで、カルテを持参するなどの
個別部分は行われていない。
　保険医協会では、従来から診療内容
に関わらず萎縮診療につながる高点数
のみを選定理由とした集団的個別指導
については廃止し、保険診療に必要な
事項の周知は全医療機関を対象とした
集団指導として実施することを求めて
いる。

「集団的個別指導」今秋も実施予定

高点数のみを理由とした集団的個別指導は廃止を

①病院
一般病院 49,596
老人病院 －　
精神病院 36,723
その他 59,049

②診療所
内科（人工透析有以外） 1,371
内科（在宅） 1,572
内科（人工透析有） 7,779
精神・神経科 1,458
小児科 1,006
外科 1,531
整形外科 1,291
皮膚科 663
泌尿器科 1,636
産婦人科 1,004
眼科 795
耳鼻咽喉科 938

③歯科
歯科 1,293

④薬局
薬局 1,095

支 部 の 催 物 案 内支 部 の 催 物 案 内

日　時　11月29日（土）
集　合　14時50分　JR伊丹駅東口
コース　 JR伊丹駅～有岡城跡～加茂神社～

春日神社～松源寺～スカイパーク～
JR伊丹駅にて17時ごろ解散予定

■尼崎支部■秋のウォーク

日　時　11月22日（土）16時～17時30分
会　場　加古川プラザホテル２階
記念講演　 超高齢社会における携帯型超音波診

断装置（ポケットエコー）の活用法
講　師　弘前大学総合診療部　小林只先生
※終了後、懇親会（無料）

■加古川・高砂支部■第33回総会記念講演
歯科部会　社保・審査、指導対策

歯科会員懇談会

『指導』の現状と
電子レセプト審査強化への対応

日　時　12月７日（日）15時～17時
会　場　協会５階会議室
話題提供　協会歯科部会・社保対策
　　　　講師陣
参加費　無料
※返戻・減点の事例をお寄せください

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1817 本田まで

お申し込み・お問い合わせは、
 ☎078－393－1801まで

表　2014年度 診療科別平均点数 兵庫県

　

沖
縄
協
会
有
志
の
会
か
ら
の

要
請
文
の
要
旨
は
以
下
の
通

り
。

　

昨
年
12
月
27
日
に
仲
井
真

県
知
事
が
普
天
間
基
地
移
設

先
の
辺
野
古
埋
め
立
て
を
承

認
し
、
埋
め
立
て
作
業
が
強

行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

沖
合
に
海
上
保
安
庁
の
巡

視
船
を
十
数
隻
停
泊
さ
せ
、

カ
ヌ
ー
や
漁
船
等
で
反
対
活

動
す
る
市
民
に
対
し
取
り
締

ま
り
を
行
い
、
資
材
が
搬
入

さ
れ
る
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
ブ

ゲ
ー
ト
前
で
は
座
り
込
み
抗

議
活
動
を
行
っ
て
い
る
一
般

市
民
を
排
除
し
、
強
権
的
に

海
底
ボ
ー
リ
ン
グ
掘
削
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
る
状
況
で

す
。

　

琉
球
新
報
社
と
沖
縄
テ
レ

ビ
放
送
が
行
っ
た
世
論
調
査

で
は
、
移
設
作
業
を
「
中
止

す
べ
き
」
と
の
意
見
が
80
・

２
％
に
の
ぼ
り
、
圧
倒
的
多

数
の
県
民
が
辺
野
古
埋
め
立

て
に
反
対
し
て
い
ま
す
。
９

月
20
日
に
は
辺
野
古
の
浜
で

「
止
め
よ
う
新
基
地
建
設
！

９
・
20
県
民
大
行
動
」
が
行

わ
れ
、
５
５
０
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

沖
縄
県
保
険
医
協
会
で
は

活
動
目
標
に
「
普
天
間
基
地

の
無
条
件
撤
去
を
求
め
、
県

内
移
設
及
び
新
基
地
建
設
に

反
対
す
る
」
こ
と
を
掲
げ
て

お
り
、
知
事
選
に
向
け
て

「
沖
縄
県
知
事
選
挙
の
勝
利

を
め
ざ
す
沖
縄
県
保
険
医
協

会
有
志
の
会
」
を
立
ち
上
げ

ま
し
た
。

　

９
月
13
日
、
那
覇
市
長
の

翁
長
雄
志
氏
が
「
オ
ー
ル
沖

縄
」
の
立
場
で
普
天
間
基
地

の
撤
去
、
新
基
地
建
設
反
対

を
掲
げ
て
知
事
選
挙
に
出
馬

す
る
こ
と
を
表
明
し
ま
し

た
。
翁
長
知
事
を
誕
生
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
米
軍

基
地
問
題
を
解
決
す
る
大
き

な
一
歩
と
な
り
、
社
会
保
障

改
悪
な
ど
暴
走
を
続
け
る
安

倍
政
権
に
歯
止
め
を
か
け
る

こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
翁
長
勝
利

の
た
め
に
、
募
金
お
よ
び
人

的
支
援
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

募
金
の
送
付
先

「
沖
縄
県
保
険
医
協
会
有

志
の
会
」

琉
球
銀
行
石
嶺
支
店　

普

通
預
金　

口
座
番
号　

４

５
８
２
８
６

名
義　

仲
里
尚
実
（
ナ
カ

ザ
ト
ナ
オ
サ
ネ
）

沖
縄
協
会
・
仲
里
尚
実
会
長
か
ら
の
要
請
文
（
要
旨
）

沖
縄
県
知
事
選
挙
の
勝
利
を
め
ざ
す
沖
縄
県
保
険
医
協
会
有
志
の
会

 

呼
び
か
け
人　
　

仲
里　

尚
実

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
及
び
各
保
険
医
協
会
、保
険
医
会 

御
中

 

２
０
１
４
年
10
月
６
日

沖
縄
県
知
事
選
挙
勝
利
の
た
め

　
　
　
　
　

募
金
と
人
的
支
援
の
お
願
い



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

医療事故、医療施設
の事故を補償

休業保障制度にお入りいただけない方や、
上乗せ補償をご希望の方へ

■ 団体保険だから断然安い保険料　　　
■ 毎年高配当を継続　過去5年平均45％配当
■ 最高5000万円の高額保障
■ 配偶者1000万円セット加入あり
■ 医師による診査はありません
■ 最長75歳まで保障
■ ライフプランに合わせていつでも
　増額･減額可

ご加入者が5000人を超えました。
いまご加入の保険の見直しに効きます！

１．最長75歳まで、730日の充実保障
２．割安な掛金が満期まで上がりません
３．掛け捨てではありません
４．弔慰・高度障害給付あり
５．自宅療養、代診をおいても給付
６．うつ病等の精神疾患、認知症も給付
７．所得補償保険との重複受給ＯＫ

病気やケガの休業に備えて、高い保険料を
払っていませんか？

休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店休業保障制度は、営利会社の儲けや高額な代理店
手数料を含まない、非営利･助け合いの共済です。手数料を含まない、非営利･助け合いの共済です。

うつ病等の精神障害、認知症による就業不能や、
地震等の天災によるケガも／入院は１日目、自
宅療養は５日目から／再発も含めて通算1000
日まで補償／代診をおいてもお支払い／連続休
業は最長２年補償
ご家族、従業員もご加入いただけます

グループ保険グループ保険グループ保険グループ保険 休業保障制度休業保障制度休業保障制度休業保障制度 所得補償保険所得補償保険所得補償保険所得補償保険

医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険医師賠償責任保険

（６）第１７６６号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１４年(平成２６年)１１月５日(毎月３回５・15・25日発行)

診診 内内 研研
よよ りり 475 得意になるめまい診療

横浜市立脳血管医療センター神経内科　　城倉　　健先生講演

　めまいは極めて多様で非特異的な症状
なので、訴えから原疾患を特定すること
は難しい。吐気や嘔吐がつらいので、自
分の病歴を冷静に述べられることも少な
い。このため、問診だけを頼りにめまい
の診断を進めようとしても、なかなかう
まくいかない。一方、めまいには、他覚
的に捉えることが可能な身体所見が伴っ
ていることが多い。例えば、内耳に由来
する末梢性めまいには眼振が伴うし、脳
が原因の中枢性めまいにはめまい以外の
神経症候が伴う。従って、めまいの診断
は、問診もさることながら、こうした身
体所見を捉えることが鍵になる。
　めまい診療で最も重要なのは、脳の疾
患で生じる中枢性めまいをいち早く鑑別
することである。そして中枢性めまいの
特徴は、①めまい以外の神経症候を伴
う、および、②視覚や深部感覚による補
正が効きづらい、という２点に要約され
る。ちなみに末梢性めまいには、当然め
まい以外の神経症候は伴わない。また、
末梢性めまいは、脳が視覚や深部感覚で
前庭感覚を代償するので、何とか平衡を
維持できることが多い。
　中枢性めまいの病変部位は、ほとんど
の場合脳幹か小脳である。脳幹は範囲が
狭いので、平衡維持のための神経機構と
四肢の運動や感覚を司る神経機構が特に
近接している。従って、脳幹の障害でめ
まいを来した場合には、ほぼ例外なく、
めまい以外の神経症候も出現している。
脳幹障害によるめまい以外の神経症候は
わかりやすいので、簡単な診察で、十分
スクリーニングできる（表１）。
　小脳の障害では、脳幹障害と異なり、
わかりやすい麻痺や感覚障害は来たさな
い。そのかわり小脳は、上部が障害され
た場合には、構音障害や上下肢の小脳性
運動失調を来す。このため、小脳上部の
障害によるめまいは、脳幹障害の場合と
同様に簡単な診察で容易に診断がつく。
一方、小脳の下部が障害された場合に
は、構音障害や上下肢の小脳性運動失調
はみられない。従って、患者をベッドに
寝かせたままの診察だと、めまい以外の
神経症候が分かりにくい。ただし、小脳
下部の障害では体幹失調がみられること
が多いため、起立や歩行の障害を調べれ

ば診断が可能である（表１）。
　めまいの原因は、末梢前庭障害が圧倒
的に多い。従って、末梢性めまいを診断
できなければ、めまい診療を行うことは
できない。末梢性めまいで念頭に置くべ
き疾患は、良性発作性頭位めまい症と、
前庭神経炎をはじめとする急性末梢前庭
障害である。
　良性発作性頭位めまい症の特徴は、座
位から右下または左下懸垂頭位にした際
の回旋性眼振（後半規管型）か、右下頭
位と左下頭位で方向が逆転する方向交代
性眼振（外側半規管型）である。一方、
前庭神経炎のような一側の急性末梢前庭
障害では、頭位によらない方向固定性水
平性眼振（水平回旋混合性眼振）が特徴
である。ほとんどの末梢性めまいは、こ
の、①懸垂頭位での回旋性眼振、②右下
および左下頭位での方向交代性眼振、③
頭位によらない方向固定性水平性眼振、
という３種類の眼振に注目すれば、診断
がついてしまう（表２）。
　実際のめまい患者の診察手順を図１に
示す。患者がめまいを主訴に来院した場
合、明らかな麻痺や感覚障害、構音障
害、眼球運動障害、四肢の小脳性運動失
調のいずれかがあれば、直ちに脳卒中な
どの中枢性めまいを疑う。この段階で脳
幹と小脳上部の障害はほとんどスクリー
ニングできてしまう。
　強いめまいを訴えているにもかかわら
ず、めまい以外の神経症候がないか、あ
るいは診察し得た範囲ではよくわからな
い場合には、他のまれな中枢性疾患の鑑
別にいたずらに時間を費やすのではな
く、先に頻度の圧倒的に多い末梢性めま
いを鑑別する。末梢性のめまいの特徴で
ある３種類の眼振、つまり懸垂頭位での
回旋性眼振、右下および左下頭位での方
向交代性眼振、および頭位によらない方
向固定性水平性眼振は、Frenzel眼鏡を
用いて頭位眼振検査、頭位変換眼振検査
を行えば容易に確認できる。
　めまいが強いにもかかわらず、頭位眼
振検査、頭位変換眼振検査で特徴的な眼
振がみられない場合には、最後に小脳下
部障害由来のめまいの可能性を考え、起
立や歩行の障害の程度を確認する。極め
てまれに小脳下部障害で方向固定性水平

性眼振や方向交代性上向性眼振が出現す
ることがあるため、脳血管障害の危険因
子を複数持つような患者の場合には、た
とえ末梢性めまいを示唆する眼振を認め
ても、起立や歩行まで調べておくほうが
無難である。
　中枢性めまいが疑われる場合には、直

ちに画像検査が必要になる。一方、良性
発作性頭位めまい症と診断した場合に
は、その場で耳石置換療法（Epley法や
Lempert法）を施行する。こうした耳石
置換法は、極めて容易に施行できる上に
有効性も高い。

表１　中枢性めまいの特徴

脳卒中の危険因子を複数持つ患者や、自分の診察所見に自信が持てなかった際には、末梢性めまいを
示唆する眼振を認めた患者においても起立・歩行障害まで確認する。

図１　実際のめまい診療の流れ

表２　末梢性めまいの特徴

障害部位 特徴

脳幹 眼球運動障害や構音障害、上下肢や顔面の運動障害、上下肢や顔面の感覚
障害を伴う

小脳上部 構音障害や上下肢の小脳性運動失調を伴う
小脳下部 体幹失調（起立・歩行障害）を伴う

めまい以外の神経症候を伴わない
下記の眼振のうちどれか一つを認める
　右下または左下懸垂頭位での回旋性眼振 → 良性発作性頭位めまい症（後半規管型）
　右下または左下頭位での方向交代性眼振 → 良性発作性頭位めまい症（外側半規管型）
　頭位によらない方向固定性水平性眼振 → 前庭神経炎（急性一側前庭障害）

その他

良性発作性
頭位めまい症

眼球運動障害、構音障害、顔面や上下肢
の麻痺ないし感覚障害、上下肢の小脳性
運動失調のいずれも明らかでない、ある
いは診察した範囲ではわからない

懸垂頭位での回旋性
眼振 or 方向交代性
水平性眼振あり

方向固定性
水平性眼振
あり

明らかな懸垂頭位での回旋性眼振
や方向交代性 /固定性水平性眼振
を認めず

眼球運動障害、構音障害、顔面や
上下肢の麻痺ないし感覚障害、上
下肢の小脳性運動失調のいずれか
が明らか

前庭神経炎
（末梢前庭障害）

起立歩行
障害なし

起立歩行
障害あり

脳卒中によるめまい

まず脳幹ないし小脳上部の障害の検索

急性発症のめまい

次に頻度の圧倒的に多い末梢前庭由来のめまいの検索

最後に念のため小脳下部障害の検索

審査･指導相談日 ●11月13日（木）15時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1803まで
　歯科は随時 ☎078－393－1809まで

※ 「指導通知」 が届いたら、 まず保険医協会にご連絡ください。 
※ 『月刊保団連』 同封の 「保険審査相談用紙」 をご利用ください。


